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第第第第
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号号号号
（
平
成

23
年
５
月
） 

    
 ～

内
城
会
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
～ 

東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
者
の
皆
様
に
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

は
し
か
み
広
報
特
別
号
で
「
漁
港
の
底
が
見
え
る
ほ

ど
、
何
度
も
何
度
も
波
が
大
き
く
引
い
た
。
あ
っ
と

言
う
間
に
建
物
が
の
み
こ
ま
れ
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。

 

在
京
の
私
達
に
津
波
の
恐
ろ
し
さ
が
、
数
々
の
被
災

情
報
と
荒
れ
狂
う
破
壊
映
像
が
重
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
行
政
と
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
復
興
へ
向

け

て

最

大

限

の

努

力

を

し

て

い

く

浜

谷

町

長

の

並
々
な
ら
ぬ
決
意
は
、
復
興
へ
の
勇
気
を
与
え
て
く

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

在
京
の
我
々
の
「
ふ
る
さ
と
は
し
か
み
会
」
と
し
て
、

今
回
の
被
災
者
に
対
し
て
の
義
援
金
募
集
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
い
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

今
回
は
、
階
上
出
身
者
は
勿
論
の
こ
と
、
出
身
で
な

い
が
ゆ
か
り
の
あ
る
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
ふ
る
さ
と
は
し
か
み
会
」
発
足

半
年
足
ら
ず
で
、
こ
の
よ
う
な
大
勢
の
皆
様
か
ら
ご

支
援
い
た
だ
き
、
会
を
代
表
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

今
後
は
、
「
ふ
る
さ
と
は
し
か
み
会
」
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
利
用
し
「
道
の
駅
は
し
か
み
」
に

ア
ク
セ
ス
し
て
、
階
上
町
の
物
産
購
入
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施
し
ふ
る
さ
と
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
の
で

引
き
続
き
、
皆
様
の
御
協
力
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

   

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
我
が
ふ
る
さ
と
の
代

表
的
な
郷
土
料
理
、
「
い
ち
ご
煮
」
を
東
京
の
地
に

て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳

細
は
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

    

総
勢
２
６
名
様
、
３
社
様
、
１
団
体
（
当
会
）
よ
り

合
計
１
，
８
０
３
，
０
０
０
円
の
ご
支
援
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
募
金
は
、
「
階
上
町
災
害
対
策
本

部
」
を
通
じ
て
、
被
災
地
復
興
支
援
に
利
用
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

（
な
お
、
敬
称
は
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
） 

【
個
人
】
野
沢
慶
三
、
種
田
泰
久
、
野
沢
敬
貴
、 

荒
木
昭
生
、
塩
垣
武
彦
・
久
美
子
、
濱
谷
博
通
、 

浜
浦
清
美
、
宇
賀
神
弘
忠
、
阿
部
匡
洸
、
南
實 

平
戸
喜
一
郎
、
川
向
善
美
、
宮
田
彰
、
乾
武
保
、
鈴

木
育
子
、
向
井
司
、
内
城
美
名
生
、 

上
村
理
明
、
若
山
静
江
、
松
尾
克
博
、 

上
野
亮
、
上
野
起
誉
、
佐
藤
晋
吾
、
千
葉
行
雄 

【
法
人
】
Ｐ
Ｒ
Ｉ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
） 

（
株
）
セ
ン
ト
ラ
ル
、
（
株
）
釜
谷
工
務
店 

【
団
体
】
ふ
る
さ
と
は
し
か
み
会 

    

野
沢
慶
蔵
氏
（
５
８
歳
） 

衆
議
院
事
務
局
警
務
部
警
備
課
報
道
撮
影
担
当 

ふ
る
さ
と
は
し
か
み
会
副
会
長 

（
赤
保
内
地
区
・
東
京
都
青
梅
市
二
俣
尾
に
在
住
） 

昭
和
４
７
年
上
京
。
現
在
の
仕
事
に
就
き
、
早
３

９
年
経
ち
ま
し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
国
道
２
４
６
号

を
ま
だ
「
玉
電
」
が
走
っ
て
お
り
、
世
田
谷
区
上
馬

か
ら
通
勤
の
乗
り
継
ぎ
に
四
苦
八
苦
。
ま
ず
、
渋
谷

か
ら
地
下
鉄
に
乗
る
の
に
３
階
へ
上
る
こ
と
が
理

解
で
き
ず
、
出
勤
時
は
先
輩
に
つ
い
て
行
く
の
で
心

配
な
い
が
、
帰
り
は
い
つ
も
迷
子
状
態
。 

 

２
年
ほ
ど
で
上
馬
か
ら
永
田
町
に
宿
舎
が
移
り
、

移
動
に
は
徒
歩
通
勤
で
苦
労
せ
ず
に
す
み
ま
し
た

が
、
今
度
は
職
場
か
ら
は
近
い
の
で
、
会
議
が
遅
く

ま
で
開
か
れ
る
と
終
電
が
無
く
な
っ
て
も
残
業
と

い
う
の
が
度
々
。
ま
た
若
か
り
し
頃
は
夜
勤
（
月
に

４
～
５
回
）
も
あ
り
ま
し
た
。
夜
間
の
仕
事
は
非
常

に
き
つ
か
っ
た
で
す
。
現
在
、
土
日
祭
日
は
カ
レ
ン

ダ
ー
ど
お
り
休
め
ま
す
が
、
つ
い
先
だ
っ
て
の
黄
金

階
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催
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催
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催
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予
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週
間
冒
頭
は
会
議
の
た
め
出
勤
に
相
成
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
で
は
４
９
年
ぶ
り
と
か
報
じ
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
が
…
。 

 

趣
味
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
休

み
に
は
猫
の
額
よ
り
少
し
広
め
の
畑
で
、
階
上
時
代

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
少
々
の
野
菜
作
り
を
楽
し
ん

で
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 

は
し
か
み
会
も
ま
だ
歩
み
出
し
た
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
会
員
を
増
や
し
活
動
を

充
実
さ
せ
、
少
し
で
も
ふ
る
さ
と
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
夏
の
上
着
着
用
時
。
あ
る
日
の
課
員
の
出
勤
時
間

の
管
理
簿
を
記
入
し
て
い
る
ヒ
ト
コ
マ
で
す
。
胸
元

に
見
え
る
の
は
無
線
機
の
マ
イ
ク
。
常
に
携
帯
し
て

お
り
、
緊
急
時
に
備
え
て
い
ま
す
。 

                

               

                  

発
行
日
：
平
成

23
年

5
月

25
日 

発
行
人
：
内
城
美
名
生 

編
集
人
：
川
向
善
美
・
濱
谷
博
通 

電
話 

 

：
０
４
５
・
６
３
３
・
８
１
０
０ 

編
集
後
記
： 

今
回
は
、
2
月
の
創
刊
号
に
引
き
続
き
第
二
号
と

な
り
ま
す
。
3
月

11
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
り
、
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
自
粛
さ
れ
、
何

か
ぽ
っ
か
り
大
き
な
穴
が
あ
い
た
気
分
で
す
。 

今
後
も
こ
の
ま
ま
自
粛
自
粛
で
本
当
に
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
、
と
自
問
自
答
を
続
け
る
毎
日
で
す
。

 

今
こ
そ
何
か
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実
行
し
て
参

り
ま
し
ょ
う
。 

次
回
夏
季
号
は
、

8
月

15
日
発
行
予
定 
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介
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アブラメの頭 とカマ、中 骨 を使 ったみそ汁 の紹 介 です。アブラメは癖 の無

い、すこし淡 白 な味 の魚 ですので他 の具 は入 れません。上 がりに浅 葱 か

万 能 葱 でこの魚 の旨 さをじっくり味 わって頂 きたいと思 います。アブラメは

煮 物 にすると、とても身 が崩 れやすいので、鱗 をとりカマを落 としたら内 蔵

は筒 抜 きにします。筒 切 りにした新 鮮 なアブラメは湯 振 りなどしないでそ

のまま和 出 汁 （昆 布 とかつお）を張 った鍋 に入 れ火 にかけます。アラやカ

マも適 詮 に切 って一 緒 に入 れます。身 に火 が通 ったら、好 みの味 噌 を解

き、仕 上 げ ま す。今 回 は 仙 台 味 噌 と信 州 味 噌 の 同 量 で仕 上 げ ていま

す。赤 だしも美 味 しいですね。赤 だしのときは少 し濃 い目 にしましょう。 

（職場の執務室にてペンを執る野沢氏） 

① アブラメは鱗 を引 き、三 枚 におろします。中 骨 を取 り、鱧 の骨 切 りの
要 領 で包 丁 を入 れながらひと口 大 に切 っていきます。 

② 皮 目 を下 にバットに並 べ軽 く塩 、胡 椒 を振 ります。刷 毛 で片 栗 粉 をま
ぶします。包 丁 目 にも丁 寧 にまぶします。余 分 な粉 は落 とし 180℃ぐ
らいの油 で揚 げます。 

③ 「いちご煮 」はいつもより濃 い味 付 けにし、煮 切 味 醂 を少 量 加 えて少
し甘 めの味 に調 えます。これを火 にかけ解 き片 栗 粉 にて餡 にします。 

④ 揚 げたアブラメを器 に盛 り、獅 子 唐 、季 節 の花 麩 を添 え、熱 々のいち

ご煮 餡 をかけます。 
※アブラメは揚 げ過 ぎないこと。包 丁 が入 っているのでけっこう揚 りやす

いので気 を付 けましょう。 

ア
ブ

ラ

メ
の
唐

揚

げ 

い
ち

ご

煮

餡

か
け 

ア
ブ
ラ
メ
の
み
そ
汁 

イ ベ ン ト コ ー ナ ー  

月月月月    東京東京東京東京イベントイベントイベントイベント    

5 月 
11 日（水）：役員会（スタッフミーティング） 

28 日（土）：国会見学会（10:30～12:30） 

6 月 10 日（金）：役員会（スタッフミーティング） 

7 月 
2 日（土）：いちご煮祭り in 東京（15:00～18:00） 

30 日（土）：役員会（スタッフミーティング） 

8 月 10 日（水）：役員会（スタッフミーティング） 

9 月 12 日（月）：役員会（スタッフミーティング） 

 


